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てん菜の機械化栽培に関す　る一考察

上出順一・武田太一

（守森県農試）

1．　緒　　　　言

甜菜は甘味資源の自給対策の一つとしてその生産の奨

励普及が図られているが，一方甜菜は寒冷地畑作におけ

る安定作物として，青森県においても広く栽培されてい

る．しかし甜菜が畑作における合理的な輪作体系の一選

として有効な作物とされ又有畜経営と有機的に結合し得

る利点を有しながら．土地条件の制約をうけると共に高

度発栽培技術を要し，又多くの労力を雫するなどの点か

b，未だ十分に収益性の高い作物として栽培されていな

い状態にある．こゝに甜菜栽培の省力化，機械化を図る

ことは現今の重要諜泣であると考える．聾者等は相葉磁

第1表　　機械化
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械化栽培に関する諸実験を行って来たが，本朝において

は大型トラククーを基幹とする甜菜栽培作業技術並びに

その経済性について検討を試みたものである．

2．　機械化栽培

1　作業体系

青森県における甜菜栽培偲殆んどが人手によって行わ

れてしへるものであるが，80馬力級ホイルトラクターの

利用による甜菜の損械化栽培は一遠の試験蘭果から総合

し，トラクターの性能並びに附属作㌫投の性能と実際的

利用性からみて第1表に示す如く作業椴の利用と作薬技

術体系によって十分に行い得るものである．

栽培作業体系

作　 業　 体　 系 使　　 用　　 作　　 業　　 機
作　 業　 期　 間

作　 業　 名 作　 業　 機　 名 規　　 格 農　 培　 技　 術

耕地整地

堆 肥散 布 マニユ7 スプレツダーローダ【 7誹 Kグ毛等 1 1 0 a 当 1500 Ⅹク散布 l

石 灰散 布 ライ　ムソ7 － 蟄）貫9錯 〝　　　 訓 KF 〝

1 0／a～1 0／4耕　　　 起 プラウ 1 4×2格子型

8 7 イ・▼－ト

2 5～8 0e潤右巨

砕　　　 土 デスクハロー 1 回掛 J 2 0／1 1～1 0／1 2

均　　　 平 ツ　－スノヽ　ロ　－ 1 回掛

鋲　　　 匠 カノレチノミツカー 1 回掛

施肥稽種
施　 肥

描　 種
）シードドリノン 4　痙

化成 1（》鞄苗施肥

畦巾6 0 亡¶ 1 0／4～8 0／4

管　　 理

間　　　 引 シンナー 4　畦 シンナー2 回貴幸仕上 1／5～3 0／5

中　　　 桝 ステアレツヂホー 4　畦 2　回 1／6～2 5／6
病虫害防除 スプレ【ヤー ブームノゾル 6 回散布 2 5／6～1 0／9

収　　 慢

クツビング

堀　 巧く

運　 搬

クツバー

リアクー

トl／－ラー

2 畦

4 畦

2 トンダンプ

巨 ／1 0～2 0／1 1

え　作業技術

U　耕起整地作菜

相楽栽培においては25～80mの深耕が必要とされ，

又適正なシードベットの形成のためにプラウ桝による土

壌の反転，堆厩肥のスキ込みが良好であることが望まし

い．青森県畑作地帯の大部分を占める火山灰性軽寿土は

プラク緋に際してブラウ熊土額面に附着しやすく，これ

がプラウ抵抗を増大させ，適正をプラク餅を阻書してい

る．この点格子型ブラウは優れた性能が認められ，30

馬力級ホイルトラクターによっては14〝X2遊格子プラ

クで，25×30e潤の農耕が可能と表わ，又土壌の反転

砕土も良好である．

砕土作業におり／、て比一般にデスクノ、。ー及びツースハ

ローが利用されるが，火山灰性華幣士は砕土が容易であ

るので，圃場によってはデスク′、。ー又はツースハロー

のどちらか一方を省略することが可能である．又，カル

チパッカーによる土壌の鎮圧は青森県畑作地帯の如き軽

鞍上で且つ播種期が幹晩期に遇偶する地帯にあっては均

一を発芽を確保するために必要充作業とをる・

el　施肥指標作業

施肥及び特種はシードドリルにエって同時に行われる

が，施肥は深さ10～15cmの試施肥である．筒機械的

性能からみれば，粒状化成肥料を使用するのが適切であ

る．拓種は発芽の均斉を図るための鎮圧が必要であるが，

間引作業との関遠からみて持程だ…頚正論は広巾（25en

程皮）で銭圧跡が平担もしくは凸状になる形状のものが
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望ましい．

Bl　間引作業

稚苗の1本立化は機械間引のみによっては困狸で，1

本立は揖械間引後人手によらなければならない・従って

シ／ナ一によっては間引による杭間の規正に韮点がおか

れ．この場合昧間の変異は30～50帝である・

偵料地におけるシンナーの利用性はステアリツヂホH

の如きステアリング／、ン・ドルを装着することによって可

能で，耕方向傾斜匿60程駐までは十分な利用性を有す

る．

仲　病虫害防除作禁

7㌧ムノゾルスプレ・一ヤーによる藁剤散布は甜菜生育

の最盛射てトラクターが蛭間に入少作渠が行われるため

60‘詞畦巾の場合トラクターークイヤーは甜菜茎葉に対し

て若干の揖傷を与えるが，6インチの′′ROW erOp

tire〝を装着することにより，大きな支障はない・

61収り作；二三

クツパーは2畦用のものが開発されてお少，自助クツ

ビ／ク位位鋸節装置を備え，切断過不足率は実験結果に

ょると切過ぎで約3痴切断不足は約10感で実用に供し

得るものである・又リアクーは4畦用で実用的利用性を

有する．

5．　作造工程並びに作業正

し　作業工程と効率

杭50，托．縦20，【のlhaの圃場を供試して行った，前

述の如き作業技術体系における各トラクタ・－作業の工程

並びに作業効率を第2表に示す・ここ灯圃場効率はトラ

第 2 表 トラク タ ー 作 業工 程 及 び 効 率

作　 業　 名 作　 菜　 巾 作 業 適 度 実 作業 時 間
圃 場 効 率 着 脱 移 動時 間

移 動 時 間 を 含

む 実 作 業 時 間

実　 作　 業　 率

堆 肥 散 布 2 ．5 れ 1．5 m ／ 8 1釦 分／ h a 盟 喀 190 ～ 210　分 g m ～部 分／ h a 亜 ～亜 帝

石 灰 散 布 2 ．4 1．5 曲 7 7 耳）～　 35 ‡幻～　 95 田 ～ 75

莞■午　　　 起 0．7 1．8 240 76 18 、 5 怨 ～ 26 5 91 ～ 93

リ

砕　 土
2．0 1．5 70 80 17 － ：お g 7～　 粥 73 一〉8 1

均　　　 立 8．7 2．0 謀） 75 a）～　 32 餌 ～　 62 ・49 ・－8 ）

鎮　　　 圧 2 ．4 1．5 飾 77 望仁一　32 85 －　 92 （遍～ n

施 肥 播 種 2 ．4 0 ．6 210 55 45 －・8 ） 2 5 ～ ㌘0 78 ～幻

間　　　 引 2．4 0．4 盟 ） 79 18 ～ ：ら g B ～別5 ∝）～ 91

中　　　 耕 2．4 0．8 ミ追 73 17 ～　 診l 112 － 1 19 甜）～ 85

病 虫害 防除 5 ．2 0．8 76 郡．5 85 ～　 鶉 161 － 171 一路～ 47

ク ツビ ング 1．2 0 ．8 狐 ） 7 7 15 ～　 2 2 a 5 ～ 王望 Ⅸ）～ 93

堀　 取　 り 2．4 0 ．9 1Ⅹ） 問 15 ～ ：芝 136 － 142 85 ～ 汐

ククーの圃場内理論作業工程に対する実作業工程の割合

で，役者は作業中の速度の低下・作業中の重少・又旋臥

貴材の補給のための時間損失によって左右される・従っ

て堆肥散布，捌巴播種，薬剤散布等の貴材の補給を要す

る各作業はその他の作業に此して効率は低い・又実作率

は実作業工程に対する移動等を含む作業工程に対する割

合であるが，各作業に対する移動及び作業機の着脱はほ

ゞ一定であるので，実作菜工程の高い程・実作菜率は低

くあらわれている．筒堆肥散布，薬剤散布等毎回の移動

を要する作業は効率が低い・筒大面積作業の場合は実作

業率は本表の借上少高くなると考えられる・

之　トラクタ一作芸三見と利用面横

甜菜栽培の各作業期間は第1表に示す如くであるが・

第3表　気象状況一陣雨日放（赤坂）

l
4 5 6 7 8 9 10 11

1 笈 以 上

日 日 日 日 日
l 日 日 日

8 8 ．5 10 ．5 11 1 0 12 9 ．5 9

5 7£　 〝 3 ．5 4 ．5 6 6 ．5 5 ．5 6 ．5 4 ．5 3 ．5

10 潔 ． 〝 2 2 ．5 3 ．5 4 ．5 3 ．8 4 ．5 3 1．5

機械化栽培を行うに当ってトラクター作業量は作業能率

と作業期間中の作業可能日数の関係から決まる・青森県

畑作地帯における気象状況は第3表に示す如くであるが・

作業不可能日は降雨量10茅以上の日とみてよく，トラ

ククーが甜菜栽培にのみ利用される場合，トラククーの

年間作美量と負担面横は1日当少の作業時間を10時間

とすれば間引作業によって制限を受け，負担面横は約劫

ha　で，年間作業時間は約1，％0時間と売る・

4．　所要労力並びに隆貸

1　所要労力

甜菜栽培の所要労力は青森県においては1ha当約

1月00　時間であるが，これをトラクターによろ一貫機

械化栽培によっては第4表に示す如く釣狐）時間とそ

り，約1／4K節渋される．このうちトラククー利用

時間はl ha　当約65時間となる・
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4表　所要労力と作業経費

作　　 業　　 名 作 業 能 率 燃 料 消 費 ］

堆　 肥　 散　 布

h T ／／′h a ユ／／も

6 ．糾 2 ．

石　 灰　 散　 布 1 ．5 2 ．

桝　　　　　 超 4 ．糾 8 ．

砕　　　　　　 土 l J灯 3 ．

均　　　　　　 平 0 ．9 3 ．

蹟　　　　　　 圧 1 ．4 7 3 ．

施　 肥　 播　 種 4 ．3 4 1 ．

間 引 讐 習 冨‡

中　 桝

4 0 × 2 2 ．

1．9 × 2 2 ．

病 虫　 害　 防 除 2 ．■花 × 6 1 ．

グ　 ッ　 ピ　 ン　 ク 3 ．6 7 】　　　 2 ．

堀　　　　　　 取 2 ．3 2 ．

運　　　　　　 搬 1 0 ．0 2 ．

計 糾 ．侶 3 3 ．
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円

金

荘1．燃料ヒ21．6円／彪（免税価格）潤滑油コ20円／β・

2．潤滑油消資最は燃料消費の1．8％とし，その軽費は燃料費に含めた・
3．貸金は11．1時間当少80円とした．

之　甜菜栽培経費

甜菜栽培のための経費は．資材費，機械固定経費及び作美

経費によって構成される．このうちトラクター運営に関与

する固定経費並びに作業経費は夫々第5表，第4表に示

す如くで，トラクタ∴－利用面横に対するha　当の両経費

は弟1図の如くなる．第1園からトラクター利用面校訓

ha　に対するトラクター運営経費はl ha　当，固定経費

乱4亜円，作業経費孔6Ⅶ円で合計汎肪0円となる．こ

第5表　機械固定経費

れを慣行栽培についてみると青森県の平均甜菜生産費は

111a・当1伊，偲0円で，このうちトラクター作業によって

代番えされ得る農具費．晋没費，労働費．賃料等の合計は

乱抑円である．従ってトラクター利用による機械化栽

培によって．甜菜の生産性は現行栽培に比較して十分高

め得ると考察され，問その分岐点はトラクター利用面撹

約15ha　の所に存する．

作　 業　 機　 名 規　　　　 格 価　　　 格 ：耐用 年 数 顔 存 率 修 理 費 率 固定 費 率 年 間 固 定 費

トラク タ ー 3 0 馬 力級 1，2的，∝沿 円 10 年 0 ．1 95 0 ．遮：多 0 ．2馬 留 318，㈱ 円

ブ ラ ウ 1 4 X 2 格子 型

8 フ ィ ー ト

180，∝旧 15 〝 0 ．053 0 ．151 盗．鶉0

デ ス ク ノ、ロー 1辞）．（伽 15 〝 0．02 0．113 公）．別の

ツ　ー－．スノヽ ロ　－ 100 ．（状） 知 〝 0．015 0．0％ 9 ，8∝）

カ刀′チノキッ カー 1（札 （X D 劫 〝 0．01 0．㈱ 9 ．剥

シー ド ド リル 4　線 御 ，（H ） 10 〝 0．05 0．178 4 4．∈耕）

う′ソナ ー・ 4 瞳 瓢 ．∝旧 10 〝 0．（迫 0．1認 3 1，甜 ）

ステア t／ツヂホー 4　 瞳 即 。（伽 12 〝 0．0：B 0．146 29．斑氾

ス ブ t′一・ヤ ー ブ ー ム ノ ヅル 卸 ．（XX） 10 〝 0．06 0．1艶 52．鎚）

ク ツメトー 2　瞳 100 ．00 0 10 〝 0．04 0．1亜 14，8 00

リア ク ー 4　畦 1∝）．∝旧 15 〝 0．（妃 0．1 18 11．8（氾

マニユ7 スプレツダ ー 7誹 K7積

2 苅 【タ穣

淑 ），0∝） 15 〝 0．025 0．1田 40．訓

ロー ダ ー 皿0．㈱ 15 〝 0．（拓 1 0．148 31，080

ラ イ ム ソ 7 － 150．（削 10 0 ．05 0．178 26 ．700

ト　レ ーラ ・－ 2 トンダ ンプ 卸 ，∝D 15 〝 0．083 0 ．18 1 ≡　 ．払儲 0

車　　　 庫 1．加 ．tX氾 2 ） 〝 0．01 0．14 3 l 171．跡 ）

計 王も8 ，1紗

注　利子率＝6分5厚　　税率＝0．5痴　　保険料＝0．5痴
固定的潤滑油＝1帝
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10　　20　　30　　40　　わ

劇『血欄rh）

第1図　経費曲線

什
曇
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徽
（
え
）

5．　稔　　　　括

本研究は30馬力ホイルトラクター利用による甜菜栽

培の作業技術体系並びにトラクター作業量と経済性につ

いて若干の検討を試みたものである・

作業技術については機械の改良開冤に上って更に改巻

すべき点はあるがト現段階においても十分トラクク．利

用による機械化－H栽培は可能であり，トラクター1台

に対する負担面班は約30ha　と推定される・耕作所要

労力はlha　当約周00時間で慣行に比して約1／4である・

又トラクター利用による経済性はトラクター利用面楔が

15ha以下になる場合は慣行よりも高くな少，利用面

頓が30haになると慣行に比較してlha当約茄・腑）

円の経費の節減となる．

更に今後，甜菜栽培の機械化，省力化を図り，トラク

ター利用面額の拡大を図るためには，特に間引作業の省

力化が大きく影響し，この点から単胚種子の利用性につ

いて検討がなされるべきであれ又高性能を移植機の開

発が望まれるところである・

尚トラクターの効率的な利用と経済性については実際

的な作付体系と地域性の中において更に検討する必要が

ある．

て　ん　菜　の　養　分　吸　収　に　つ　い　て

島田晃雄・蜂ケ崎君男・小野謙治

（青森県疫試）

1．　ま　え　が　尊

青森県における甜菜の栽培面積は，最近急速に伸展し

主要夜畑作物と投身つゝあり，その多収省力栽培技術の

確立が軍籍されている．しかし甜菜の養分吸収に関する

資料は比較的少い現状である・

そこで，甜菜に対する合理的肥培管理を確立するため

の基礎資料を得る目的で，甜菜の生育に伴う養分吸収に

対するNの施用量及びNL添加の影塁について昭和87

年度当場古間木支場の協力のもとに調査したので報告す

る．

2．　拭　瞼　方　法

1　試験場所　　青森県農試古間木支場

え・試験地土壌　　腐植質火山灰土壌

a　試験設計　　が用量；い．4，8，12．16Kク／108

の5段階．NL　添加；0，8，16軸／108とLNa2SO。

及びllaelを用い，更に無加里NA（NACJ－）8Ⅹグ／10a

区の言十6区．分析用抜取区として本試験に併設し，N用

量については7回，ML　添加については4回夫々試料を

採取し，熱風乾燥を行ない粉砕して分析に供した．

施肥畳；N8，ちq12，E208，堆肥1．邪消石灰1紗Ⅹグ

／108

供試品種；導入2号　　播種；4月22日

栽植密度；瞳巾55m挟間20亡償　9．（加扶／10a

さ．　試験結果及び考察

し　生育及び収量

5－6月は原調に経過したが，7月下旬から8月にか

けて乾躁状態が続き，茎葉が下垂萎凋し生育の停滞がみ

られた．9月に入力降雨が続き生育は再び旺盛となった

が，N多用区においでも例年の如き過繁茂状態とならず，

また病書の被害も少く収懐期を迎えた．

収量は，第1，2衰（古間木支場調査）に示す如く一

般に高収量となった．


